
 

 

 

 

 

 

 

 
  

  団体のボランティア活動等に関する実態調査 

【概要版】 

令和 8年 3月 

  東京都生活文化局 
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   調査実施の概要 
 
 

1．調査目的 

東京都がボランティア活動等を推進する中で、各種団体におけるボランティア活動に 

関する取組状況等についての把握を行う。 

 

2．調査項目 

［企業、NPO 法人、大学、中学高校］ 

（1）ボランティア活動について 

 

［町会自治会］ 

（1）団体の活動について 

（2）他の団体との連携について 

（3）その他の活動などについて 

 

3．調査設計 

（1）調査対象：東京都の区域内に事務所又は事業所を有する法人又はその他の団体 

（2）対象者数：1,012団体（企業 800、NPO 法人 70、大学 30、中学高校 50、町会自治会 62） 

（3）調査方法：郵送配布、郵送または Web ページ上での回答 

（4）調査期間：令和 7年 10月 30日～令和 7年 12 月 5日 

 

4．回収結果 
（1）回収数：338 団体（企業 187、NPO法人 33、大学 22、中学高校 42、町会自治会 54） 

（2）回収率：33.4%（企業 23.4％、NPO法人 47.1％、大学 73.3％、中学高校 84.0％、 

町会自治会 87.1％） 
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１．企業 

 

ボランティア活動について 

 

① 実施しているボランティア活動 

 
（本編 P.7） 

・「まちづくり・地域貢献のための活動」が最も高く 32.6％。 

・「金銭や物品を寄附する活動」が 28.9％、「自然や環境を守るための活動」が 20.9％と続く。 

・いずれかのボランティア活動を実施している企業の割合は 54.5％（※）であった。 
（※）全体から「実施していない」と「無回答」の割合を引いた値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

32.6

28.9

20.9

16.6

16.0

13.9

13.9

12.8

9.6

7.5

6.4

4.8

4.8

2.7

-

3.2

42.8

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

まちづくり・地域貢献のための活動（道路や公園などの清掃、花いっぱい運動、

まちおこし、町会・自治会の活動、観光ガイドボランティアなど）

金銭や物品を寄附する活動

自然や環境を守るための活動（動物の保護活動、森林や緑、

海や川を守る活動、リサイクル運動、ごみ減量の推進活動など）

子供を対象とした活動（子供の居場所づくり、学習支援、子供会の世話、

子育て支援ボランティア、学校行事の手伝いなど）

安全な生活のための活動（防災活動、

パトロールなどの防犯活動、交通安全運動など）

スポーツに関係した活動（スポーツ大会・スポーツイベントの

運営、地域のスポーツクラブのコーチや手伝いなど）

募金を集める活動

健康や医療サービスに関係した活動（献血、入院患者の話し相手など）

災害に関係した活動（炊き出し、がれきや土砂の撤去など）

文化・芸術・学術に関係した活動（美術館や博物館等のガイドボランティア、

文化や芸術に関係したイベント運営ボランティアなど）

障害者を対象とした活動（手話、点訳、朗読、障害者の社会参加の協力など）

高齢者を対象とした活動（高齢者の日常生活の手助け、

高齢者とのレクリエーションなど）

国際協力に関係した活動

（在住・訪日外国人のための活動を除く、海外支援協力、難民支援など）

在住・訪日外国人のための活動

（日常生活の手助けや道案内などの支援活動、国際交流など）

当事者活動、セルフ・ヘルプ・グループ

（障害、病気、介護などの体験や困難を抱えている人が、

体験を伝えるなどして同様の体験がある人を助けるための活動など）

その他

実施していない

無回答

n=187
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② ボランティア活動の推奨・推進のために行っているもの 

（本編 P.8） 

・「従業員が参加するためのボランティア活動を企画・実施している」が最も高く 21.4％。 

・「ボランティア休暇制度を設けている」が 20.3％、「従業員ボランティアを推奨・推進する

担当・組織を設置している」と「従業員のボランティア活動の実績を社内広報などで紹介

している」がいずれも 17.1％と続く。 

・「特に何もしていない」は 65.2％。 

・「実施していない」は 42.8%。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

※1 マッチングギフト制度：従業員による寄附などに、集まった金額の一定比率を上乗せして寄附する

制度 
※2 ボランティアコーディネーター：ボランティア活動について、活動する側と受入れ側とを調整する

人材 
※3 ボランティアポイント制度：ボランティア活動にポイントをつけて、そのポイントに応じた特典 

 を受けられる制度 
   

21.4

20.3

17.1

17.1

11.8

11.8

9.1

8.0

5.9

3.7

3.2

2.7

1.1

0.5

0.0

0.5

65.2

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

従業員が参加するためのボランティア活動を

企画・実施している

ボランティア休暇制度を設けている

従業員ボランティアを推奨・推進する担当・

組織を設置している（ＣＳＲ室など）

従業員のボランティア活動の実績を社内広報などで紹介している

活動時の交通費や宿泊費、保険料などの

経費を負担（一部負担を含む）している

活動にあたって、社内のパソコンやメールなどの利用を認めている

活動にあたって、社内でのチラシやメルマガなどでの周知、

会議室の利用を認めている

マッチングギフト制度※1を導入している

新任研修などの従業員研修において、

ボランティア活動に関する内容を組み込んでいる

寄附や活動支援のための給付天引きシステムを導入している

従業員向けにボランティア活動に関する

研修会、講習会などを開催している

社内にボランティアコーディネーター※2を置いている

ボランティアポイント制度※3を導入している

従業員のボランティア活動に対する表彰制度を導入している

退職者のボランティア活動を推進する取組をしている

その他

特に何もしていない

無回答

n=187
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③ ボランティア活動を進める上での課題 

（n=64 はボランティア活動を推奨・推進するための取組を行っている企業） 

（本編 P.11） 

・「社員のボランティア活動に対する関心の低さ」と「ボランティア活動を希望する社員に対

する周囲の理解・協力」が最も高く 39.1％。 

・「経営への戦略的位置づけ」が 32.8％、「活動を行っていくための十分な情報」が 21.9％と

続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

39.1

39.1

32.8

21.9

18.8

17.2

15.6

14.1

12.5

4.7

6.3

18.8

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

社員のボランティア活動に対する関心の低さ

ボランティア活動を希望する社員に対する周囲の理解・協力

経営への戦略的位置づけ

活動を行っていくための十分な情報

企画などを行う人材（コーディネーターなど）の不足

担当者が専門的な能力や知識を学ぶ機会の確保

経営層の理解

ボランティア活動の対象となる地域などの課題把握

ボランティア団体などの連携先の確保

株主をはじめとする利害関係者の理解

その他

課題はない

無回答

n=64
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④ ボランティア休暇制度を利用した従業員数 

（n=38 はボランティア休暇制度を設けている企業） 

 

（本編 P.14） 

・『利用実績のある企業・計』は 73.8％ 

・「利用者なし」は 23.7％。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）『利用実績のある企業・計』はボランティア休暇制度を利用した従業員数 

について、「10人以下」～「101人以上」の区分に回答した企業の合計 

 

 

 

36.8

5.3

21.1

5.3

5.3

23.7

2.6

0% 20% 40%

10人以下

11～20人

21～50人

51～100人

101人以上

利用者なし

無回答

n=38
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⑤ プロボノの企画・実施の有無 
（n=40 は従業員が参加するためのボランティア活動を企画・実施している企業） 

 

（本編 P.15） 

・「企画・実施している」が 20.0％。 

・「企画・実施していない」が 75.0％。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

企画・実施してい

る

20.0%

企画・実施してい

ない

75.0%

無回答

5.0%

n=40
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⑥ ボランティア活動に関して望む支援 

（本編 P.29） 

・「活動に関する情報提供、情報発信の充実」が最も高く 34.2％。 

・「ボランティア活動に係る交通費・保険等の助成」が 24.6％、「従業員の活動支援に関する

他の企業などの取組事例の紹介」が 22.5％と続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

34.2

24.6

22.5

19.3

18.2

17.6

16.6

9.6

8.0

8.0

6.4

5.9

2.1

36.4

1.1

0% 20% 40%

活動に関する情報提供、情報発信の充実

ボランティア活動に係る交通費・保険等の助成

従業員の活動支援に関する他の企業などの取組事例の紹介

活動中の事故に対する保険制度の整備・援助

従業員がボランティア活動を体験する場の提供

活動を行うために必要な知識を学ぶ講習会やイベントの開催

活動を行うために必要な用具など物品の供与・貸出

相談窓口の整備

ボランティア団体などとの交流の場の提供

活動を評価する表彰制度の創設

ボランティアコーディネーターを派遣する制度の創設

ボランティアポイント制度の創設

その他

特になし

無回答

n=187
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２．NPO 

 

ボランティア活動について 
 

① ボランティアと共に取り組む事業の有無 

（本編 P.39） 

・「はい」が 48.5％。 

・「いいえ」が 51.5％。 

 

 

 

 

 

  

はい

48.5%いいえ

51.5%

無回答

-

n=33
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② 企画・実施しているボランティア活動 

 （n=16はボランティアと共に取り組む事業がある団体） 

（本編 P.40） 

・「子供を対象とした活動」が最も高く 50.0％。 

・「高齢者を対象とした活動」と「障害者を対象とした活動」が 31.3％、「文化・芸術・学術

に関係した活動」が 25.0％と続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

50.0

31.3

31.3

25.0

18.8

18.8

12.5

12.5

12.5

12.5

6.3

6.3

6.3

-

-

18.8

-

0% 20% 40% 60%

子供を対象とした活動（子供の居場所づくり、学習支援、子供会の世話、

子育て支援ボランティア、学校行事の手伝いなど）

高齢者を対象とした活動（高齢者の日常生活の手助け、

高齢者とのレクリエーションなど）

障害者を対象とした活動（手話、点訳、朗読、障害者の社会参加の協力など）

文化・芸術・学術に関係した活動（美術館や博物館等のガイドボランティア、

文化や芸術に関係したイベント運営ボランティアなど）

スポーツに関係した活動（スポーツ大会・スポーツイベントの

運営、地域のスポーツクラブのコーチや手伝いなど）

まちづくり・地域貢献のための活動（道路や公園などの清掃、花いっぱい運動、

まちおこし、町会・自治会の活動、観光ガイドボランティアなど）

健康や医療サービスに関係した活動（献血、入院患者の話し相手など）

在住・訪日外国人のための活動

（日常生活の手助けや道案内などの支援活動、国際交流など）

募金を集める活動

当事者活動、セルフ・ヘルプ・グループ

（障害、病気、介護などの体験や困難を抱えている人が、

体験を伝えるなどして同様の体験がある人を助けるための活動など）

自然や環境を守るための活動（動物の保護活動、森林や緑、

海や川を守る活動、リサイクル運動、ごみ減量の推進活動など）

国際協力に関係した活動

（在住・訪日外国人のための活動を除く、海外支援協力、難民支援など）

金銭や物品を寄附する活動

安全な生活のための活動（防災活動、

パトロールなどの防犯活動、交通安全運動など）

災害に関係した活動（炊き出し、がれきや土砂の撤去など）

その他

無回答

n=16
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③ ボランティア活動を推進するにあたっての課題 

（本編 P.53） 

・「ボランティア活動を企画･推進する人材が十分にいない」と「ボランティア活動に参加す

る人材が十分にいない」が最も高く 39.4％。 

・「活動を行うための十分な時間がない」が 27.3％、「経済的負担が大きすぎる」が 21.2％と

続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

39.4

39.4

27.3

21.2

15.2

9.1

6.1

-

-

-

30.3

-

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ボランティア活動を企画･推進する人材が十分にいない

ボランティア活動に参加する人材が十分にいない

活動を行うための十分な時間がない

経済的負担が大きすぎる

ボランティアコーディネーターがいない

団体内の関係者の理解が得られない

連携できる他の団体が見つからない

地域の理解が得られない

利害関係者の理解が得られない

活動を行うための情報が得られない

その他

無回答

n=33
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④ ボランティア活動に関して望む支援 

（本編 P.60） 

・「ボランティアが必要とする交通費･保険等の助成」が最も高く 42.4％。 

・「団体の活動継続に必要な費用の助成」が 39.4％、「活動中の事故に対する保険制度の整備・

援助」が 27.3％と続く。 

 
※1 ボランティアコーディネーター：ボランティア活動について、活動する側と受け入れ側とを調整す

る人材 
※2 ボランティアポイント制度：ボランティア活動にポイントをつけて、そのポイントに応じた特典を

受けられる制度 

 

 

 

 

 

42.4

39.4

27.3

21.2

18.2

15.2

15.2

12.1

9.1

9.1

6.1

6.1

3.0

39.4

-

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ボランティアが必要とする交通費･保険等の助成

団体の活動継続に必要な費用の助成

活動中の事故に対する保険制度の整備・援助

活動に関する情報提供､情報発信の充実

活動を行うために必要な知識を学ぶ講習会やイベントの開催

団体が行う情報発信の支援

活動を行うために必要な用具など物品の供与・貸出

団体間の交流の場の提供

ボランティア希望者との交流の場の提供

ボランティアコーディネーター※1を派遣する制度の創設

相談窓口の整備

ボランティアポイント制度※2の創設

その他

特にない

無回答

n=33
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３．大学 

 

ボランティア活動について 
 

➀ 学生のボランティア活動の支援組織の有無 

（本編 P.73） 

・『ボランティア活動支援部署（大学ボランティアセンターなど）または担当者を配置してい

る大学・計』は 68.2％。 

-「ボランティア活動支援部署（大学ボランティアセンターなど）を設置している」が

40.9％。 

-「ボランティア活動支援部署（大学ボランティアセンターなど）は設置していないが、

担当者を配置している」が 27.3％。 

 

・「支援する組織などはない」は 31.8％。 

 

 

 

  

ボランティア活動

支援部署（大学

ボランティアセン

ターなど）を設置

している

40.9%

ボランティア活動

支援部署（大学

ボランティアセン

ターなど）は設置

していないが、担

当者を配置して

いる

27.3%

支援する組織な

どはない

31.8%

無回答

-

n=22

 
 

（注）『ボランティア活動支援部署または担当者を配置している大学・計』は 

「ボランティア活動支援部署（大学ボランティアセンターなど）を設置している」

「ボランティア活動支援部署（大学ボランティアセンターなど）は設置していない

が、担当者を配置している」の合計 
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② ボランティア活動支援部署などで行っている取組 

（n=15 はボランティア活動支援部署または担当者を配置している大学） 

 

（本編 P.80） 

・「ボランティア活動情報の提供・紹介」が最も高く 100％。 

・「学生とボランティア活動とのマッチング」が 73.3％、「活動を希望する学生、サークルに

対する相談・助言」と「ボランティアサークルなどの活動支援」と「学外の団体などとの

連携」がいずれも 66.7％と続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ボランティアポイント制度： ボランティア活動にポイントをつけて、そのポイントに応じて特典を

受けられる制度 

 

  

100.0

73.3

66.7

66.7

66.7

53.3

46.7

40.0

20.0

6.7

-

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ボランティア活動情報の提供・紹介

学生とボランティア活動とのマッチング

活動を希望する学生、サークルに対する相談・助言

ボランティアサークルなどの活動支援

学外の団体などとの連携

学生が参加するためのボランティア活動の企画・実施

ボランティア活動に関する研修会・講習会など

学生、ボランティアサークルなどの活動の発表

学生コーディネーターの育成

ボランティアポイント制度※の導入

その他

無回答

n=15
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③ 学生が参加したボランティア活動 

（n=15 はボランティア活動支援部署または担当者を配置している大学） 

 

（本編 P.81） 

・「まちづくり・地域貢献のための活動」が最も高く 86.7％。 

・「子供を対象とした活動」が 80.0％、「高齢者を対象とした活動」が 66.7％と続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

86.7

80.0

66.7

53.3

46.7

46.7

40.0

40.0

40.0

33.3

33.3

26.7

26.7

26.7

20.0

6.7

-

-

-

-

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

まちづくり・地域貢献のための活動（道路や公園などの清掃、花いっぱい運動、

まちおこし、町会・自治会の活動、観光ガイドボランティアなど）

子供を対象とした活動（子供の居場所づくり、学習支援、子供会の世話、

子育て支援ボランティア、学校行事の手伝いなど）

高齢者を対象とした活動（高齢者の日常生活の手助け、

高齢者とのレクリエーションなど）

スポーツに関係した活動（スポーツ大会・スポーツイベントの

運営、地域のスポーツクラブのコーチや手伝いなど）

障害者を対象とした活動（手話、点訳、朗読、障害者の社会参加の協力など）

募金を集める活動

町会・自治会の活動

安全な生活のための活動（防災活動、

パトロールなどの防犯活動、交通安全運動など）

自然や環境を守るための活動（動物の保護活動、森林や緑、

海や川を守る活動、リサイクル運動、ごみ減量の推進活動など）

文化・芸術・学術に関係した活動（美術館や博物館等のガイドボランティア、

文化や芸術に関係したイベント運営ボランティアなど）

在住・訪日外国人のための活動

（日常生活の手助けや道案内などの支援活動、国際交流など）

災害に関係した活動（炊き出し、がれきや土砂の撤去など）

国際協力に関係した活動

（在住・訪日外国人のための活動を除く、海外支援協力、難民支援など）

金銭や物品を寄附する活動

健康や医療サービスに関係した活動（献血、入院患者の話し相手など）

当事者活動、セルフ・ヘルプ・グループ

（障害、病気、介護などの体験や困難を抱えている人が、

体験を伝えるなどして同様の体験がある人を助けるための活動など）

その他

直近1年間はないが、2～3年前には参加したことがある

直近2～3年以内には参加したことは

ないが、過去には参加したことがある

実施していない

無回答

n=15
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④ 学内ボランティア活動を充実させていくための課題 

（n=15 はボランティア活動支援部署または担当者を配置している大学） 

 

（本編 P.85） 

・「学生に向けたボランティア情報の周知」が最も高く 86.7％。 

・「人員」と「外部組織との連携の充実」が 53.3％と続く。 

 

 

 

 

 

  

86.7

53.3

53.3

46.7

46.7

46.7

33.3

33.3

33.3

26.7

26.7

13.3

-

6.7

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学生に向けたボランティア情報の周知

人員

外部組織との連携の充実

教職員など、学内の理解・協力

学生の理解・協力

学生が参加できるボランティア活動先の開拓

予算

ボランティアコーディネーターなどの専門職の配置

ボランティアセンター職員のスキルアップ

学長、部局長などのリーダーシップ

学生サークルなどの活動の充実や協力

学生コーディネーターの育成

その他

わからない

無回答

n=15
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⑤ ボランティア活動に関して望む支援 

（本編 P.99） 

・「活動に関する情報提供、情報発信の充実」と「学生が活動を体験する場の提供」が最も高

く 63.6％。 

・「学生が活動を行うために必要な費用の助成」が 59.1％、「相談窓口の整備」が 54.5％と続

く。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ボランティアポイント制度：ボランティア活動にポイントをつけて、そのポイントに応じて特典を

受けられる制度 

 

 

 

 

 

 

 

63.6

63.6

59.1

54.5

50.0

50.0

50.0

31.8

27.3

27.3

22.7

13.6

4.5

9.1

13.6

-

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

活動に関する情報提供、情報発信の充実

学生が活動を体験する場の提供

学生が活動を行うために必要な費用の助成

相談窓口の整備

活動を行うために必要な知識を学ぶ講習会やイベントの開催

学生の活動支援に関する他の教育機関などの取組事例の紹介

活動中の事故に対する保険制度の整備・援助

ボランティアセンターを設置・運営するために必要な費用の助成

ボランティア団体などとの交流の場の提供

学生が活動を行うために必要な用具など物品の供与・貸出

ボランティアコーディネーターを派遣する制度の創設

活動を評価する表彰制度の創設

ボランティアポイント制度※の創設

その他

特にない

無回答

n=22
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４．中学高校 

 

ボランティア活動について  

 

➀ ボランティア活動の取り入れ状況 

（本編 P.105） 

 

・『授業または授業以外の教育活動（部活動は含まない）で取り入れている・計』は 73.8％。 

-「授業及び授業以外の教育活動(部活動は含まない)で取り入れている」は 11.9％。 

-「授業で取り入れている」は 9.5％。 

-「授業以外の教育活動(部活動は含まない)で取り入れている」は 52.4％。 

 

・「取り入れていない」は 26.2％。 

 

 

 

 

 

 

  

授業及び授業以

外の教育活動

（部活動は含まな

い）で取り入れて

いる

11.9%

授業で取り入れ

ている

9.5%

授業以外の教育

活動（部活動は

含まない）で取り

入れている

52.4%

取り入れていな

い

26.2%

無回答

-

n=42

 
 

（注）『授業または授業以外の教育活動（部活動は含まない）で取り入れている・計』は 

「授業及び授業以外の教育活動(部活動は含まない)で取り入れている」「授業で取り 

入れている」「授業以外の教育活動(部活動は含まない)で取り入れている」の合計 
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② 授業で生徒が参加したボランティア活動 
（n=9は授業でボランティア活動を取り入れている学校） 

 

（本編 P.107） 

・「まちづくり・地域貢献のための活動」が最も高く 77.8％。 

・「子供を対象とした活動」が 55.6％、「高齢者を対象とした活動」が 44.4％と続く。 

  

 

 

 

 

 

  

77.8

55.6

44.4

33.3

22.2

22.2

22.2

22.2

22.2

11.1

11.1

11.1

11.1

-

-

-

-

-

-

-

-

0% 30% 60% 90%

まちづくり・地域貢献のための活動（道路や公園などの清掃、花いっぱい運動、

まちおこし、町会・自治会の活動、観光ガイドボランティア、あいさつ運動など）

子供を対象とした活動（子供の居場所づくり、学習支援、子供会の世話、

子育て支援ボランティア、学校行事の手伝いなど）

高齢者を対象とした活動（高齢者の日常生活の手助け、

高齢者とのレクリエーションなど）

自然や環境を守るための活動（動物の保護活動、森林や緑、

海や川を守る活動、リサイクル運動、ごみ減量の推進活動など）

障害者を対象とした活動（手話、点訳、朗読、障害者の社会参加の協力など）

スポーツに関係した活動（スポーツ大会・スポーツイベントの

運営、地域のスポーツクラブのコーチや手伝いなど）

文化・芸術・学術に関係した活動（美術館や博物館等のガイドボランティア、

文化や芸術に関係したイベント運営ボランティアなど）

安全な生活のための活動（防災活動、

パトロールなどの防犯活動、交通安全運動など）

募金を集める活動

町会・自治会の活動

災害に関係した活動（炊き出し、がれきや土砂の撤去など）

国際協力に関係した活動

（在住・訪日外国人のための活動を除く、海外支援協力、難民支援など）

金銭や物品を寄附する活動

健康や医療サービスに関係した活動（献血、入院患者の話し相手など）

在住・訪日外国人のための活動

（日常生活の手助けや道案内などの支援活動、国際交流など）

当事者活動、セルフ・ヘルプ・グループ

（障害、病気、介護などの体験や困難を抱えている人が、

体験を伝えるなどして同様の体験がある人を助けるための活動など）

その他

直近1年間はないが、2～3年前には参加したことがある

直近2～3年以内には参加したことは

ないが、過去には参加したことがある

実施していない

無回答

n=9
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③ 授業でボランティア活動を取り入れるための課題 

（n=9は授業でボランティア活動を取り入れている学校） 

 

（本編 P.108） 

・「ボランティア活動の体験の場の確保」が最も高く 66.7％。 

・「年間の授業時間の中でボランティア教育のための時間を確保することが難しい」が

55.6％、「ボランティア活動に関する授業を実施できる教員の確保」と「教員のスキルアッ

プの場、研修の機会など」がいずれも 33.3％と続く。 

 

 

 

 

 

 

  

66.7

55.6

33.3

33.3

22.2

22.2

-

-

-

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

ボランティア活動の体験の場の確保

年間の授業時間の中でボランティア教育のための

時間を確保することが難しい

ボランティア活動に関する授業を実施できる教員の確保

教員のスキルアップの場、研修の機会など

予算

教材の充実

その他

わからない

無回答

n=9
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④ ボランティア活動を行う部活動の有無 

（本編 P.110） 

・「ある」は 57.1％。 

・「ない」は 42.9％。 

 

 

 

 

 

 

  

ある

57.1%

ない

42.9%

無回答

-

n=42
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⑤ ボランティア活動に関して望む支援 

（本編 P.125） 

・「学生が活動を行うために必要な費用の助成」が最も高く 42.9％。 

・「活動に関する情報提供、情報発信の充実」と「学生が活動を体験する場の提供」がいずれ

も 38.1％、「活動中の事故に対する保険制度の整備・援助」が 35.7％と続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ボランティアポイント制度：ボランティア活動にポイントをつけて、そのポイントに応じて特典を受

けられる制度 

  

42.9

38.1

38.1

35.7

33.3

31.0

28.6

26.2

23.8

21.4

21.4

11.9

9.5

2.4

19.0

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

学生が活動を行うために必要な費用の助成

活動に関する情報提供、情報発信の充実

学生が活動を体験する場の提供

活動中の事故に対する保険制度の整備・援助

ボランティアコーディネーターを派遣する制度の創設

活動を行うために必要な知識を学ぶ講習会やイベントの開催

生徒が活動を行うために必要な用具など物品の供与・貸出

生徒の活動支援に関する他の学校の取組事例の紹介

活動を評価する表彰制度の創設

相談窓口の整備

ボランティア団体などとの交流の場の提供

ボランティアセンターを設置・運営するために必要な費用の助成

ボランティアポイント制度※の創設

その他

特になし

無回答

n=42
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５．町会自治会 

 

団体の活動について 

 

① 活動内容 

（本編 P.133） 

・「地域交流イベント」と「防犯活動」が最も高く 94.4％。 

・「防災活動」が 92.6％、「街の環境整備」が 87.0％と続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

94.4

94.4

92.6

87.0

51.9

44.4

31.5

27.8

14.8

5.6

22.2

-

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域交流イベント

（祭り、餅つき、運動会、クリスマスなど）

防犯活動

（パトロール、防犯講習会、振り込め詐欺防止など）

防災活動（防災訓練、防災マップ作成など）

街の環境整備（清掃活動、緑地の整備など）

高齢者見守り活動

（見守り訪問活動、高齢者サロン活動など）

子ども・若者育成活動

（伝統文化の継承、スポーツ教室、自然体験、しごと

体験など）

デジタル活用支援（デジタル機器の使い方講習会

やデジタルを活用したイベントなど）

子育て世代や子供の見守り活動

（多世代交流サロン、子供の居場所づくりなど）

障害者の支援（外出の付き添い、

障害者を対象とした防災訓練など）

在住・訪日外国人への支援（案内板の多言語化、

日常生活を送る上での手助けなど）

その他

活動していない

無回答

n=54
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② 活動を行うにあたっての課題 

（本編 P.137） 

・「活動の担い手が不足している」が最も高く 87.0％。 

・「活動の担い手が高齢化している」が 85.2％、「町会･自治会に加入しない住民が増えてい

る」が 77.8％と続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ボランティアポイント制度：ボランティア活動にポイントをつけて、そのポイントに応じて特典を受

けられる制度  

87.0

85.2

77.8

20.4

20.4

16.7

13.0

13.0

11.1

5.6

1.9

-

9.3

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

活動の担い手が不足している

活動の担い手が高齢化している

町会･自治会に加入しない住民が増えている

会費の徴収が難しい

ボランティアポイント制度※など、町会･自治会の

活動を後押しする制度がない

活動資金の調達が難しい

地域の住民が減少している

町会･自治会館などがなく､活動拠点の

確保が難しい

町会･自治会活動について住民の理解が

得られない

連携･協力してくれる他の団体が見つからない

特定の活動（防災・防犯・子供や高齢者の

見守りなど）について専門的な知識がない

地元の行政機関､企業､教育機関などの

協力が得られない

その他

無回答

n=54
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他の団体との活動について 
 

① 地元ボランティアとの連携について 

（本編 P.148） 

・『実施したい・計』は 76.0％。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）『実施したい・計』は「実施してみたい」「余裕があれば実施してみたい」の合計 

実施してみたい

20.4%

余裕があれば実

施してみたい

55.6%

実施したくない

9.3%

地元ボランティア

にお願いする困

り事がないため

実施する必要は

ない

14.8%

無回答

-

n=54


